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そ
も
そ
も
、
な
ぜ
企
業
と
特
定

非
営
利
活
動
法
人（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）の
協

働
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
。

　

い
き
な
り
結
論
め
い
て
し
ま
う

が
、
協
働
は「
あ
く
ま
で
手
段
」
だ

と
長
年
、
企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
関
係

を
見
つ
め
続
け
て
き
た
中
間
支
援

Ｎ
Ｐ
Ｏ「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
Ｐ
Ｓ
Ｃ
）」（
名

古
屋
市
）の
岸
田
眞
代
・
代
表
理
事

は
言
い
切
る
。

「
目
的
や
問
題
意
識
が
あ
っ
て
、

そ
れ
に
対
し
て
自
分
た
ち
で
は
で

き
な
い
こ
と
を
一
緒
に
解
決
す
る

の
が
協
働
。互
い
の
目
的
が
は
っ
き

り
し
な
い
ま
ま
パ
ー
ト
ナ
ー
を
組

ん
で
も
、
ま
ず
長
続
き
は
し
な
い
」

　

逆
に
目
的
が
明
快
で
、
共
通
点

が
あ
る
企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
自
ず

と
引
き
寄
せ
ら
れ
る
。
Ｐ
Ｓ
Ｃ
が

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
大
賞
」（
＊
注
）

を
創
設
し
た
当
初
、
優
良
事
例
は

互
い
に「
協
働
」と
は
意
識
し
な
い

で
始
め
て
い
た
も
の
ば
か
り
だ
っ

た
と
い
う
。

　

現
在
は
企
業
の
社
会
貢
献
意
識

が
高
ま
り
、
そ
の
実
現
の
た
め
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
パ
ー
ト
ナ
ー
を
組
む
こ

と
は
欠
か
せ
な
い
選
択
肢
と
な
り

つ
つ
あ
る
。

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
が
、
企
業
に

も
、
社
会
に
も
メ
リ
ッ
ト
に
な
る

と
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

　

岸
田
さ
ん
が
実
感
す
る
こ
の
10

年
の
大
き
な
変
化
で
あ
り
、
チ
ャ

ン
ス
で
も
あ
る
。

　

実
際
の
協
働
の
現
場
で
は
、
ま

だ
ま
だ
乗
り
越
え
る
べ
き「
壁
」

は
多
い
。
ま
ず
は
互
い
の
存
在
を

知
る
た
め
の
壁
。
企
業
の
発
信
力

や
会
社
情
報
の
デ
ー
タ
整
備
に
比

べ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
側
の
情
報
は
ま
だ
圧

倒
的
に
乏
し
い
。

「
新
聞
を
読
ん
で
い
て
気
に
な
っ

た
企
業
が
あ
っ
た
ら
す
ぐ
メ
モ
。

そ
し
て『
だ
め
も
と
』で
ア
タ
ッ
ク

し
て
み
ま
す
。
今
ま
で
30
社
以
上

に
は
提
案
し
た
で
し
ょ
う
か
」

　

こ
う
振
り
返
る
の
は
２
０
１
０

年
の
第
７
回
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

大
賞
に
輝
い
た
長
野
県
塩
尻
市
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ「
長
野
サ
マ
ラ
イ
ズ
・
セ
ン

タ
ー
」
の
小
笠
原
恵
美
子
・
副
理

事
長
だ
。

　

聴
覚
障
が
い
児
支
援
と
い
う
明

確
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
持
つ
団
体
だ

が
、
地
方
を
拠
点
に
し
て
い
る
デ

メ
リ
ッ
ト
は
小
さ
く
な
い
。
そ
れ

を
積
極
的
な
行
動
で
補
い
、
日
本

を
代
表
す
る
Ｉ
Ｔ
企
業
で
あ
る
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
と
、
し
か
も

「iP
hone

」や「iP
ad

」と
い
う
最
先

端
の
主
力
商
品
を
通
し
て
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
実
現
し
た
。

　

行
動
す
る
こ
と
で
、
発
信
力
や

企
画
提
案
力
も
向
上
で
き
る
。
こ

れ
は
企
業
側
も
地
方
や
中
小
の
会

社
に
当
て
は
ま
る
大
事
な
条
件
で

あ
ろ
う
。

パートナーシップ大賞
　1998年に設立されたパート
ナーシップサポート・センター
（PSC）は、NPOと企業の優れた
協働事例を表彰する「パートナー
シップ大賞」の運営を2002年か
ら続けている。2010年の７回目
までに企業388社、NPO217団
体から応募があり、累計の協働
事業は176件となった。
　応募書類をもとに複数の調査
員が現地調査を交えて選考。最
終審査は公開で行われ、企業と
NPOの担当者がそろって事業
の内容をプレゼンテーション。
専門の審査委員と一般参加者の
評価を総合して「グランプリ」を
決定する。最終審査と授賞式に
は、協働を模索する企業担当者
らの参加も多く、企業とNPOと
の「出会いの場」ともなっている。

「
協
働
」は
手
段
。目
的
を
明
確
に

ほ
ど
よ
い
距
離
感
・
緊
張
感
を

　

Ｐ
Ｓ
Ｃ
に
よ
る
と
、
協
働
に
は

３
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。
企
業
が

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
対
し
て
主
に
資
金
支

援（
寄
付
）
を
す
る「
チ
ャ
リ
テ
ィ

型
」、
両
者
が
個
々
に
目
的
を
も

つ「
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン
型
」、
そ

し
て
共
同
の
目
的
を
持
ち
、
か
つ

そ
れ
が
社
会
に
対
し
て
一
定
の
役

割
を
果
た
し
て
い
る「
イ
ン
テ
グ

発
信
し
、
行
動
し
、提
案
す
る

02020303

0101

レ
ー
シ
ョ
ン
型
」で
あ
る
。

　

企
業
側
か
ら
見
れ
ば
、
段
階
が

上
が
る
ご
と
に「
本
業
」
に
深
く

か
か
わ
っ
て
い
き
、
慎
重
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
。
一
方
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

側
か
ら
す
れ
ば「
チ
ャ
リ
テ
ィ
型
」

は
自
由
度
が
あ
る
半
面
、
協
働
と

い
う
意
味
で
達
成
度
は
少
な
い
だ

ろ
う
。
と
は
い
え
、
本
業
に
深
く

　1998年に特定非営利活動促進法
（NPO法）が施行されてから10年余り。
日本でも、NPOが民間企業とパート
ナーを組んで事業を行う「協働」の事例
が増えてきた。社会貢献が求められな
がら、具体的なノウハウや現場経験に
乏しい企業。高いミッションを掲げつ
つ、資金繰りや人材不足で悩むNPO。
それぞれの問題を補完し、双方が緊張
感を持ちながら互いの力を発揮できる
ためには何が必要なのか。本誌が独自
に選び抜いた「協働の条件」を７つ挙げ
てみよう。

文＝関口威人、瀬戸内千代、編集部・吉田広子
	 （文中敬称略）

NPO企業

ベ ス ト
カップル
B E S T C O U P L E

右上）水消火器でカエルを狙い、防災意識を芽生えさせる（18ページ参照）
右下）ダノンジャパンの「キズナ・プロジェクト」。研修を受ける「ヘルス・インストラクター」たち（19ページ参照）
左下）ヘアメイクを施し、お年寄りを笑顔にする「ふくりび」の活動（20ページ参照）
左上）元マイクロソフト幹部のルーム・トゥ・リード創設者・ジョン・ウッド氏（右）（20ページ参照）

グリーンピースが展開し
た「グリーン・マイ・アッ
プル」のキャンペーン
ⒸGreenpeace
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